
「まあ、いまのひとは、なんて、ふしぎなひ

とでしょう。はじめから、そういってくれれ

ば、こんなにびっくりしないのに。おしまい

まで、ちっともくちを、きかないなんて、へ

んなひとだこと…」と、ひとりごとをいって

いるうちに、ふうせんは、てつのおしろのな

かの、ひろいおにわのまんなかへ、ふんわり

とおちました。ひめは、ほんとうにあんしん

して、そこにしいてある、しろいすなのうえ

におりましたが、ふうせんは、そのままちい

さくたたんで、ぽけっとにしまっておきまし

た。そのうちに、ひめのまわりには、てつの

おしろの、てつのよろいをきた、へいたいさ

んが、たくさんにあつまりましたが、ふしぎ

にも、ひとりも、くちをきくものが、ありま

せん。だまって、ひめをつれて、おうさまの

まえに、つれていかれました。おうさまと、

おきさきさまは、てつのおしろのなかの、お



おきな、おおきな、てつのへやのなかの、た

かい、たかい、てつのだいのうえに、まっく

ろなきものをきて、てつのかんむりをかむっ

て、てつのいすに、すわっておりましたが、

そのへやじゅうのものは、てつのかべも、て

つのゆかも、てつのはしらも、てつのてんじ

ょうも、それから、いっぱいに、ならんでい


